
令和８年度 高萩市総合教育会議議事録 
 
1 開会 
2 市長挨拶 
3 教育長挨拶 
4 議題 
（１）「高萩市教育大綱の改定について」 
（ア）目的 

○第６次高萩市総合計画後期基本計画の策定に伴い、教育大綱を後期基本計画

と整合を図った内容に改定する。 
（イ）計画期間：令和８年度から令和１２年度（５年間） 
（ウ）主な内容 

    ○Ⅰ 教育大綱の位置づけ、Ⅲ 基本構想、Ⅳ 基本理念 
     変更なし 
    ○Ⅴ 基本政策 Ⅵ 基本施策 

①学校教育、②生涯学習、③スポーツ振興、④市民文化の４つの政策は変更

なし。 
各政策の方針・政策の内容については、第６次高萩市総合計画後期基本計画

との整合性を図り、内容を見直し。 
（エ）質疑応答 

Q：「萩っ子」とは義務教育の児童生徒を指すのか。 
A：総合計画では未就学児も含んでいるが、厳密な年齢定義は定めていない。

再度調整し共有する。 
Q：改定部分は説明の通り、基本施策の見直しのみという認識でよいか。 
A：その通り。Ⅴ基本政策は変更せず、Ⅵ基本施策を後期基本計画と整合させ

た。 
 

（２）「高萩市立学校の教育職員に関する業務量管理・健康確保措置実施計画につい

て」 
（ア）目的 

○公立の義務教育諸学校等の教育職員の給与等に関する特別措置法の改正に

基づく働き方改革の推進。 
（イ）計画期間：令和８年度から令和１１年度（４カ年） 
（ウ）目標 

 ○時間外在校等時間：月 45 時間以下の割合を 100％にする。年間を通じた月

平均を 30 時間以下にする。 
 ○ワークライフバランス：年次休暇取得日数１３日以上など。 

（エ）内容：文部科学省の指針に基づく「業務の 3 分類」の推進。 
（オ）質疑応答 

Q：「学校以外が担うべき業務」でも、通学路の見守りは先生が行っているの

か。 



A：現状は教員が担っている場面も多いが、文科省の指針に基づき、役割分担

の適正化を目指す。現場では理想と実態の乖離に苦慮している面がある。 
Q：部活動の時間短縮による影響は。 
A：練習時間短縮により体力低下は否めないが、一方で部活動を楽しみやすく

なった側面もある。少年団等の活動量とのバランスが今後の課題。 
Q：ストレスチェックの運用状況は。 
A：インターネット回答により分析。市職員も同様に行っており、学校ごとの

傾向把握も可能。高ストレス者の割合を校長は注視している。 
Q：各校に設置済みの通話録音装置を増設すべきではないか。 
A：現在各校１台で子機対応もしていない。学校現場からの増設要望に基づき、

教育総務課で検討する。 
 
5．その他 

・体操服購入について：現在は取扱店があるが、各校でジャージ見直しの時期を迎え

ている。PTA 等を交え検討を進めるよう各校長に指示済み。 
・体操服の件については、随時情報共有を行う。 
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